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【１】

日 

 

 

☆
は
部
長 

総
代
会
会
長 

 
 
 

高
木 

猛
至
（
入
船
） 

副 

会 

長 
 
 
 

 

山
本 

泰
久
（
本
町
） 

神 

社 

部 
 

 
 

☆
福
田 

義
久
（
栄
町
） 

塩
沢 

兼
吾
（
栄
町
） 

青
山 

勝
之
（
入
船
） 

広
報
・
記
録
部 

☆
今
泉 

充
弘
（
橋
向
） 

山
田 

敏
晴
（
西
新
町
） 

会
館
・
営
繕
部 

 
☆
村
田 

博
和
（
的
場
） 

三
室 

亮
介
（
中
町
） 

原
田 
幹
也
（
的
場
） 

行 

事 

部 
 

 
 

☆
鳥
居 

立
敬
（
中
町
） 

鈴
木 

敏
章
（
西
新
町
） 

夏
目 

進
司
（
橋
向
） 

亀
田 

益
男
（
本
町
） 

 

神
社
庁
担
当 

野
口 

信
彦
（
入
船
）

各

区

氏

子

会

会

長 

＊
各
区
氏
子
会
会
長
は
、
各
区
の
氏
子
代
表
と
し
て 

富
永
神
社
の
奉
賛
活
動
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

敬

神

婦

人

会

・

役

員 

会 

長 

瀧
川
光
代
（
西
新
町
） 

会 

計 

原
田
智
代
（
中
町
） 

＊
敬
神
婦
人
会
は
、
神
社
へ
の
奉
仕
活
動
や
信
仰
の 

継
承
、
地
域
社
会
へ
貢
献
を
目
的
に
、
の
女
性
会
員
で

組
織
さ
れ
た
団
体
で
す
。
上
部
組
織
に
は
「
全
国
敬
神

婦
人
連
合
会
」
が
あ
り
ま
す
。 

敬

神

奉

賛

会

・

役

員 

会 

長 

大
澤
賢
士
（
的
場
） 

 

副
会
長 

浅
田
昌
弘
（
西
新
町
） 

副
会
長 

石
野
敏
弘
（
入
船
） 

＊
敬
神
奉
賛
会
は
富
永
神
社
の
氏
子
崇
敬
者
の
組
織
と
し

て
、
神
社
の
敬
神
奉
賛
活
動
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

【
氏
子
総
代
退
任
者
】 

 

夏
目 

工
（
的
場
） 

浅
田
京
二
（
西
新
町
） 

 

加
籐
秀
之
（
本
町
） 

 

 

（
入
船
）
☆
藤
田
雅
久 

 
 
 

（
本
町
）
杉
浦
史
佳 

（
栄
町
） 

鈴
木
雅
晴 

 
 
 

（
中
町
）
野
末
茂 

（
橋
向
） 

鵜
飼
正
智 

 
 
 

（
的
場
）
福
本
克
司 

（
西
新
町
）
カ
ー
ク
ラ
ン
ド
陽
子 
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【２】

日 

 

筆塚前記念撮影  

【
御
祈
祷
の
受
付
】 

安
産
祈
願
、
初
宮
参
り
、
厄
年
祓
い
、
車
両
交
通
安
全
、
結

婚
式
、
金
・
銀
婚
式
、
合
格
祈
願
、
作
業
安
全
等
ご
祈
祷
の

受
付
を
し
て
い
ま
す
。
ご
祈
祷
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
神
社
会
館
受
付
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
受
付
時
間
）
二
二―

一
九
六
九 

（
受
付
時
間
）
月
・
火
・
木
・
金
曜
日 

午
前
九
時
～
十
二
時
・
午
後
一
時
～
三
時 

（
御
祈
祷
料
）
五
千
円
か
ら 

 
 

※
出
張
祭
典
の
場
合
は
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

第

一

回

除

草

作

業 

四
月
十
九
日
（
日
）
、
氏
子
総
代
会
と
、

各
区
氏
子
会
会
長
及
び
敬
神
奉
賛
会
の

皆
様
方
の
協
力
を
得
て
、
本
年
度
第
一
回

目
の
除
草
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

大
変
奇
麗
に
な
り
ま
し
た
。 

ご
協
力
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

祈

年

祭 

四
月
十
五
日
（
水
）
に

祈
年
祭
（
五
穀
豊
穣
を

祈
る
お
祭
り
）
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。 

【
令
和
八
年
度
富
永
神
社
行
事
予
定
】 

 
 

＊
毎
月
一
日
は
月
次

つ
き
な
み

祭 
令
和
八
年 

 
四
月
十
五
日 

 

祈
年
祭 

二
十
九
日 

 

天
王
稲
荷
社
・
山
神
社
例
祭 

七
月
十
一
日 

 
大
祓
式
・
祇
園
祭
、
宵
祭 

 
 
 

十
二
日 

 
祇
園
祭
宵
祭 

 

十
月 

九
日 

 

例
大
祭 

氏
子
入
・
能
奉
納 

 
 
 
 

十
日 

 
 

〃 
 

殿
上
式
・
渡
御 

 
 
 

十
一
日 

 
 

〃 
 

煙
火
奉
納 

十
一
月
十
四
日 

七
五
三
詣
り
（
一
日
目
） 

 
 
 
 

十
五
日 

 

〃 
 
 

（
二
日
目
） 

 
 
 

二
十
五
日 

新
嘗
祭 

十
二
月 

六
日 

天
満
天
神
社
例
祭 

 
 

二
十
五
日 

大
祓
式
・
除
夜
祭 

令
和
九
年 

 

一
月 

一
日 

元
旦
祭
・
初
詣 

 
 
 
 

十
日 

交
通
安
全
・
家
運
隆
昌
・ 

家
内
安
全
・
厄
除
等
祈
願
祭 

 
 
 
 

十
一
日 
 
 

〃 
 

（
二
日
目
） 

 
 
 
 

十
四
日 

ど
ん
ど
焼
き 

 
 

二
月 

一
日 

節
分
祈
願
祭 

 

※
諸
事
情
に
よ
り
変
更
等
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
杜
だ
よ
り
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

天

王

稲

荷

社

例

祭 

四
月
二
十
九
日
（
水
・
祝
）
に
天
王

稲
荷
社
例
祭
（
の
ぼ
り
祭
り
）
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。 

山

神

社

例

祭 

四
月
二
十
九
日
（
水
・
祝
）
に
山
神
社

の
例
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

初

参

り 

三
月
二
十
八
日(

土)

に 

林
様
（
入
船
）、 

四
月
十
九
日
（
日
）
に

後
藤
様
（
栄
町
） 

の
初
参
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 


